
令和 3年度学校評価アンケートの集計結果 ②保護者 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 

Ⅰ⑭本校の教育活動全般に関して，御意見があればお書きください。」 
 
※ 文面に個人名が記されているもの，要望について個別にお応えしていくべきもの等については web に

は掲載いたしません。 

18 件の回答（うち 11 件掲載） 

 
・ 三者面談で相談したことをしっかり聞いてくださり、その後も丁寧に対応していただきました。 

 
・ 先生方にはいつもお世話になっておりありがとうございます。教科により遅れを感じたりしている生徒もあろうかと思

います。生徒としてはわからないまま進めば先もわからない状態が続きます。勉強も得意・不得意は誰にでもあり
ます。 遅れを感じ焦る一方、進めず悩んでいる子供もおります。それを恥と思わせずに、勉強が楽しいと思って
貰える環境を期待しております。また、生活面でも全て個人の差はあります。思春期ならではの反発もある時期を
過ごしている中で、個性も理解して行き、存在意義を持たせてあげたい年齢です。 家庭でも子供の大切さを伝
え、成長を見守りたいと思います。今後とも宜しくお願いいたします。 

 
・ 登校が難しい状況下であっても、オンラインや別室登校、部活動の参加等、学びの機会や学校生活の接点を

設けていただき感謝しています。全国的にいわゆる「不登校」といわれる生徒も増加している中、登校したいけど
色々な理由で出来ない子も少なくないと思います。登校して教室で授業を受けて下校する「普通」から少し外れ
た生徒への多様な対応がこれから今以上に求められると思います。オンラインでも学校やクラスメイトと繋がってる
という心の支えが必要な生徒にはこれからもオンライン授業をはじめ学校との接点を持つ取組の継続を希望しま
す。 

 

・ お忙しい中、子供達の為にご尽力いただき感謝致します。 自宅での勉強は興味があることに関連付けて勉強
を楽しんでもらおうとしておりますが、子供の成績がなかなか伸びずにおります。 甘えが出ているせいか、親である
私の言うことに聞く耳を持たない事もございますので、学校でもお声がけいただけると助かります。 学校での授業
風景を観ることが難しいですが、テストの答えを拝見し、間違ってはいるものの、自分なりになんとか答えを出そうと
している点、頑張りが見えます。それでも正解ではないので、キチンと勉強をし、正解を導き出せるように、自宅で
の勉強の仕方も工夫していこうと考えております。 数多くの子供達がいる中、一人一人目を配るのは大変かと
思いますが、よろしくお願い致します。 

 
・ 常時は難しいと思いますが、定期的に部活動に専門的な方が指導してくれると、生徒の技術向上や、将来の

選択肢が広がり、有益になるのでは？と思っております。 
 

・ 学校行事などはブログやホームページをリアルタイムでもっと活用して欲しい。 
 

・ 現段階で工夫して、授業参観など、子供達の学校内の様子を見れる機会があれば良かった 

 

・ コロナ禍で様々な行事が制限される中、学年レクや合唱コンクール、野外活動、体育祭、小鉄人、東雲文化
発表会、命の授業などたくさんの行事が行われており、先生方にはできる限りの対応をして頂いており感謝してお
ります。 



 

・ 学校指定の奨励カバンについて意見させてください。あれは大人が背負っても重たく痛みも伴います。中身の量
にもよりますが、もう少し体に負担のないカバンを検討してもらえませんか。つい先日、南中山中のカバンを見かけ
ましたが、肩ベルトも広く、体にフィットしていて、歩いてる子はみんな負担なく歩いているように見えました。中学生
はまだ体が小さい子もいるので、どうか前向きにご検討ください。 

 

・ 他校に比べ、行事などの内容に規制が多いような印象をうけます。コロナ禍で対応が難しいのは理解しますが、
東中の伝統などは引き継いで欲しかったと思います。また、子供の意見を尊重し、寄り添った対応を希望しま
す。 

 

・ 小学校から中学校に上がった時、小学校高学年の頃に比べて先生との距離が近く有り難かったです。何でも
話せる関係に先生がいるのは何より大事だと思うので。 

 

 

 
Ⅱ 「協働型学校評価重点目標」とは，学校・家庭・地域が協働して生徒のより良い姿の実現のために，

改善活動を実施するための目標です。今年度の本校の協働型学校評価重点目標は，「感謝の言葉を通し
て，学校・家庭・地域の中で自分が必要とされていることに気付かせる」です。「協働型学校評価重点目
標」について，御家庭での取組についてお答えください。                
⑮家庭内で手伝いの習慣をつくり，役割を持たせている。 

 

 



 

 

 

 
Ⅱ⑲協働型学校評価重点目標「感謝の言葉を通して，学校・家庭・地域の中で自分が必要とされているこ

とに気付かせる」への取組について，御意見があればお書きください。 
 

・ 大人が発する言葉は子供はよく聴いております。自分が必要かどうか、人と比較されてばかりいないか、自分の意見は
間違えていないか、人に相談出来ずに悩んでいる子供もいると思います。先日，中学校の現場で残念な事件が起き
ました。心のケアが必要な時期です。 生徒同士のいじめだけでなく、地域全体で子供達を守れる様にしていきたいで
す。挨拶の大切さ、目を見て話すことで何か気付けることはあるはずです。反抗期なだけに、頭ごなしに叱りがちですが、
人と比較せずに、長所を伸ばし、短所に気付かせ改善策を話したり、人に優しく・自分に厳しく、人の目を気にし過ぎず
に自分を大切に精進して行ける力添えが親や地域の大人も必要と改めて感じました。学校・地域全体が笑顔でいられ
ることを願います。 

 
・ 部活以外に外部練習で一緒に活動しております。学校以外の地域の方との交流もあり、その中で挨拶や感謝の言葉

を伝えるように子供達に指導し、私自身手本となるようにしております。活動が出来る事が当たり前ではない事、誰かが
準備、片付けしてくれるのも当たり前ではない事、子供自身が頑張っている姿が、誰かの励みになったりする事も伝えて
おります。どの程度子供自身が理解しているかわかりませんが、継続して声掛けしていこうと思います。 

 
・ 先日の落ち葉拾いで、町内の人もたくさん参加してくださり、子どもたちと交流しながら一緒に活動できたのは良かったと

思います。 


